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編集後記：昨年（2004年）途中から本誌の編集委員に

加わることになった．そのためであろうか，本誌の記

事を以前より細かく読むようになった．編集委員の仕

事で論文や短報などの記事の最終原稿をチェックしな

がら，同時に気象の勉強をしている感じがする．

　ところで，日本漢字能力検定協会は昨年12月，2004

年を象徴する漢字を「災」に決めたと発表した．確か

に，毎日の報道を見ながら，私も災害の多い年であっ

たことを痛感した．被災者のご冥福をお祈りする．

　年末年始の報道でも取り上げられていたように，新

潟県中越地震やスマトラ島沖の地震・津波のニュース

を見るたびに，大変心を痛めさせられた．また，気象

災害に関しては，日本に10個の台風が上陸するなど，

大雨や暴風による被害が近年に類を見ない規模になっ
た．

　台風による災害を軽減させるためには，第一に台風

進路の予報が重要であるが，数値予報モデルの出力結

果はその重要な資料となっている．数値予報モデルの

精度は年々向上しており，2003年の気象庁の数値予報

モデルによる3日後の台風進路の予報誤差は約380

kmと，世界の先進数値予報センターの数値予報モデル

の中でトップクラスに位置している．この根幹にある

のは，気象学会員を始めとして，さまざまな研究者に

よる気象学の研究成果に基づいた，高品質な予報初期

場を解析する技術と物理過程のパラメタリゼーション

の精緻化である．

　だが，台風の進路予報が良くなるだけでは災害を軽

減することはできないことが昨年の台風災害によって

明らかになった．台風が接近することに伴い，居住す

る地域にどれだけの雨や風による影響があるのかを量

的に予報するとともに，それだけの雨や風が発現する

と，どのような事態になるのかを住民がイメージでき

ることが大切である．各地の気象台から発表される気

象情報やテレビの報道を見ていると，自分の居住する

地域にどれだけの雨や風が発現するのかが量的に示さ

れている．しかし，例えば「何百ミリ降る」といった

情報をいくら具体的に示しても，そこの住人にとって

それがどれだけ緊迫した事態であるかをイメージでき

なければ防災情報が有効に活用されないのではない

か，と台風が通過するたびに考えさせられた．数値予

報モデルの結果を翻訳して防災情報を作成，住民に周

知するまでの過程に，一段の工夫が必要であるように

感じる．

　さて，今年（2005年）はどのような一年になるのだ

ろうか．防災情報の発信の少ない，穏やかな年になっ

てほしいと願っている．　　　　　　　（平井雅之）
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